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が
輝
く
県
政
ヘ
ロ

兵
庫
の
教
育
は
、
身
を
粉
．

に
し
て
必
死
で
奮
闘
し
て
い

る
現
場
教
職
員
に
よ

っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
、
県
教
委
が
実
施
し

た
Ｌ
教
職
員
勤
務
実
態
調

査
」
で
は
ヽ

一
日
当
た
り
の

超
過
勤
務
は
、
小
学
校
で
三

時
間
十
四
分
、
中
学
校
で
三

時
間
三
十

一
分
で
し
た
。
し

か
し
、
現
場
の
声
は
、
「
え

っ
、
こ
ん
な
に
少
な
い
か
？
」

が
圧
倒
的
で
す
Ю
こ
の
結
果

は
，

四
年
前
の
調
査
と
ほ
ぼ

一
緒
で
ヽ
県
教
委
の
超
勤
縮

減
策
は
何
ら
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
せ
ん
。
　

・

配
慮
を
要
す
る
子
へ
の

対
応
と
問
題
行
動
に
追

わ
れ
る
教
員

二
〇

一
一
年
度
の
兵
庫
県

の
暴
力
行
為
の
発
生
件
数

は
ヽ
千
人
当
た
り
五
上

件
で

全
国
平
均
の
四

“
二
件
を
上

回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

登
校
も
五
千
十
七
人

（前
年

よ
り
百
十
六
人
増
）
で
五
年

ぶ
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ヽ
い
じ
め
件
数
は
、

今
年
四
月
～
八
月
の
五
カ
月

で
す
で
に
昨
年
の
年
間
件
数

の

一
・
七
三
倍
で
す
。
　
　
一

教
員
は
、
授
業
の
教
材
研

究
、
テ
ス
ト
の
採
点
、
様
々
な

文
書
の
作
成
等
の
ほ
か
に
、

問
題
が
起
こ
れ
ば
↓
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
個
別
指
導

や
家
庭
訪
問
な
ど
に
追
わ
．

れ
、
一身
も
心
も
ク
タ
ク
タ
に

な

つ
て
い
ま
す
一
と
ぐ
に
、

小
学
校
の
学
級
担
任
は
、
学

年
で
相
談
し
て
も
保
護
者
と

は
直
接

一
人
で
対
応
す
る
こ

と
も
多
く
、
時
に
は
ヽ
個
別

指
導
の
た
め
に
授
業
を
自
習

に
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
３５
入
学
級
の
実

現
と
教
職
員
定
数
増
を

国
の
学
級
編
制
基
準
は
、

小

一
で
三
十
五
人
学
級
、
小

二
は
加
配
対
応
で
の
三
十
五

人
学
級
。
小
三
～
中
三
ま
で

学
校
現
場
は
超
過
一勤
務
が
常
態
に

兵
庫
教
職
口員
〓

執
行
委
一員
帳

桑

原

敦

文

は
、
四
十
人
学
級
で
す
”
兵

庫
の
場
合
、
三
十
五
人
学
級

を
小
四
ま
で
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
全
国
的
に
は
、
す
で

に
独
自
に
中
三
ま
で
実
施
し

て
い
る
県
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
一

兵
庫
の
現
場
の
声
は
、
切

実
で
す
。
「問
題
の
多
発
す

る
小
学
校
高
学
年
に
も
三
十

五
人
学
級
を
Ｌ
不
登
校
の
増

加
す
る
中

一
、
受
験
に
直
面

す
る
中
三
こ
そ
、
き
め
細
か

な
配
慮
の
で
き
る
少
人
数
学

級
を
県
独
自
で
Ｌ
誰
も
休
ま

な
い
、
何
も
問
題
が
起
こ
ら

な
い
の
を
前
提
と
し
た
よ
う

な
教
職
員
定
数
で
は
、
い

っ

た
ん
な
に
か
あ
る
と
途
端

に
ヽ
ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が

い
く
。
・多
少
、
余
裕
の
あ
る

教
職
員
定
数
増
を
一
等
々
。

身
分
不
安
定
な
臨
時
教

職
員
を
た
だ
ち
に
正
規

一屋
用
に

文
科
省
の

一
〇
年
度
調
査

で
は
、
竹
　
‘淀
数
の
標
準
に

ン

占
め
る
正
規
教
員
の
割
合

は
、
兵
庫
県
は
八
八
ｔ
五
晰

で
全
国
平
均
の
九
三

ｏヽ
一
の

を
下
回

っ
て
い
ま
す
。
定
員

内
臨
時
教
員
は
、ヽ
年
々
増
加

傾
向
で
す
。
短
期
間
で
異
動

す
る
臨
時
教
員
は
、
身
分

・

待
遇
が
不
安
定
で
、
力
量
が

あ

っ
て
も
重
責
が
な
か
な
か

担
え
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
正

規
教
員
へ
の
負
担
は
重
く
な

、り
ま
す
。

教
育
に
臨
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
様
に
、
定
員
内
教
員

に̈
臨
時
が
あ

っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
教
育
の
協
働
性
、
継

続
性
の
た
め
に
も
安
上
が
り
．

な
教
員
配
置
は
た
だ
ち
に
改

善
す
べ
き
で
す
。

■
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
強
制

で
は
な
く
各
校
の
自
主

性
の
尊
重
を
　
　
，
　

．

兵
庫
県
の
教
育
行
政
の
大

き
な
問
題
は
、
各
校
の
教
育

一課
程
に
介
入
す
る
施
策
を
ト

ツ
プ
ダ
ウ
ン
で
押
し
つ
け
て

い
る
こ
と
で
す
”
広
い
県
内

に

一
律
基
準
で
強
要
さ
れ
る

「自
然
学
校
、
環
境
体
験
事

業
、
兵
庫
型
教
科
担
任
制
、
ト

ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
、
わ
く

わ
く
オ
＝
ケ
ス

，ト
ラ
」
等
々
Ю

強
制
か
ら
は
、

」主
体
的
で

や
る
気
と
活
力
の
あ
る
教
員

は
育
ち
ま
せ
ん
。
現
場
を
信

頼
し
て
こ
そ
、
教
職
員
の
創

意
工
夫
も
豊
か
な
実
践
も
生

ま
れ
ま
す
。
直
接
、
子
ど
も

の
教
育
に
関
わ
る
の
は
現
場

教
員
で
す
か
ら
。


